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中
国
研
究
集
刊 

菜
号
（
第
六
十
七
号
） 

令
和
三
年
八
月 

一
八
―
二
七
頁 

   
 

戦
国
竹
書
の
用
字
・
書
法
と
書
写
者 

 
 

 
 

―
清
華
簡
『
邦
家
之
政
』
を
中
心
と
し
て
― 

 
 

   

福 

田 

哲 

之 
 

 

   

序 

言 

 

筆
者
は
先
に
同
筆
・
同
冊
と
見
な
さ
れ
る
清
華
簡
『
良
臣
』
・
『
祝
辞
』
の
字
迹
に
つ

い
て
分
析
を
加
え
、
両
篇
に
は
顕
著
な
晋
系
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
、
書
写
者
は
晋
系
の
書
記
習
慣
を
も
つ
非
楚
人
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
（
注
１
）
。

楚
地
出
土
の
戦
国
竹
書
の
文
字
に
認
め
ら
れ
る
非
楚
系
要
素
の
混
淆
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
書
写
者
を
楚
人
と
見
る
立
場
か
ら
、
専
ら
楚
地
に
伝
播
し
た
他
系
文
字
に
よ
る
テ
キ

ス
ト
（
底
本
）
か
ら
の
影
響
と
い
う
側
面
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
前
稿
の
検
討

結
果
を
踏
ま
え
れ
ば
、
テ
キ
ス
ト
の
伝
播
の
み
な
ら
ず
非
楚
人
の
移
入
も
含
め
た
複
雑
な

要
因
が
想
定
さ
れ
よ
う
。 

本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
意
図
に
も
と
づ
き
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
捌
）
』
所
収
の

『
邦
家
之
政
』
を
取
り
上
げ
、
用
字
・
書
法
の
両
面
か
ら
楚
系
お
よ
び
晋
系
文
字
と
の
比

較
を
試
み
、
書
写
者
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
（
注
２
）
。
な
お
、
本
稿
に

お
け
る
「
用
字
」
の
語
は
文
字
の
用
い
方
、
「
書
法
」
の
語
は
点
画
の
構
造
や
形
体
（
曲

直
・
長
短
・
離
合
な
ど
）
に
か
か
わ
る
文
字
の
書
き
方
を
指
し
て
用
い
る
。
ま
た
以
下
の

分
析
お
よ
び
図
版
に
用
い
た
資
料
に
つ
い
て
は
、
末
尾
の
「
参
考
文
献
」
に
掲
げ
た
。 

 

一 

『
邦
家
之
政
』
の
用
字 

 

『
邦
家
之
政
』
は
、
国
家
の
政
治
理
念
に
関
す
る
某
公
と
孔
子
と
の
問
答
か
ら
な
り
、

現
在
ま
で
に
公
表
さ
れ
た
清
華
簡
の
中
で
は
孔
子
が
登
場
す
る
唯
一
の
文
献
で
あ
る
。
文

字
の
検
討
に
入
る
前
に
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
捌
）
』
の
「
説
明
」
に
も
と
づ
き
、

書
誌
の
概
要
を
記
し
て
お
く
（
注
３
）

。 

 

本
篇
は
も
と
十
三
枚
の
竹
簡
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
て
い
た
が
、
現
状
は
第
一
・

二
簡
を
缺
失
し
、
残
存
す
る
の
は
十
一
枚
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
第
三
簡
の
上
部
・
下

部
、
お
よ
び
第
五
・
一
三
簡
の
上
部
に
残
缺
が
あ
る
。
完
簡
の
長
さ
は
約
四
十
五
セ

ン
チ
、
幅
は
約
〇
・
六
セ
ン
チ
、
三
道
の
編
縄
を
も
つ
。
一
簡
中
の
書
写
字
数
は
二

十
八
か
ら
三
十
四
字
ま
で
と
一
定
し
て
お
ら
ず
、
文
字
は
比
較
的
明
瞭
で
あ
る
。

簡
背
に
は
「
三
」
か
ら
「
十
三
」
ま
で
の
番
号
が
書
か
れ
て
お
り
、
「
一
」
・
「
二
」

を
缺
く
。
簡
背
に
は
劃
痕
が
あ
る
が
、
原
冊
は
劃
痕
ど
お
り
の
編
聯
に
は
な
っ
て
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お
ら
ず
、
簡
背
の
数
字
に
し
た
が
っ
て
復
原
し
た
と
こ
ろ
、
内
容
が
ス
ム
ー
ズ
に

つ
な
が
っ
た
。
原
冊
に
は
篇
題
は
見
え
ず
、
篇
名
は
内
容
お
よ
び
簡
文
に
見
え
る

「
邦
家
之
政
」
に
よ
り
擬
定
し
た
。 

 

そ
れ
で
は
、
ま
ず
用
字
か
ら
見
て
い
こ
う
。
結
論
を
先
に
述
べ
れ
ば
、
『
邦
家
之
政
』

の
用
字
は
概
ね
楚
系
と
合
致
し
、
晋
系
の
影
響
と
見
な
し
得
る
例
は
認
め
ら
れ
な
い
よ
う

で
あ
る
。
以
下
、
用
例
を
挙
げ
て
分
析
を
加
え
る
（
通
し
番
号
の
下
は
竹
簡
編
号
、
「 

」

は
『
邦
家
之
政
』
の
用
例
、
（ 
）
は
現
行
の
文
字
を
示
す
）
。 

 

１ 

簡
７｢

 
｣
(

家
）
楚
系
と
合
致
―
晋
系
は
「
家
」
に
作
る 

２ 

簡
７｢

聖｣
(

聽
）
楚
系
と
合
致
―
晋
系
は
「

」
・
「

」
に
作
る  

３ 

簡
９｢

 
｣
(

焉
）
楚
系
と
合
致
―
晋
系
は
「
焉
」
に
作
る 

４ 

簡
11｢

 
｣
(

乎
）
楚
系
と
合
致
―
晋
系
は
「
虖
」
に
作
る 

５ 

簡
12｢

 
｣
(

始
）
楚
系
と
合
致
―
晋
系
は
「
司
」
に
作
る 

６ 

簡
13｢

 
｣
(

當
）
楚
系
と
合
致
―
晋
系
は
「
尚
」
に
作
る 

 １
～
６
は
、
楚
系
と
晋
系
と
の
用
字
に
差
異
が
認
め
ら
れ
る
文
字
で
あ
り
、
『
邦
家
之

政
』
は
い
ず
れ
も
楚
系
と
合
致
す
る
（
注
４
）

。 

 

７ 

簡
５
・
７｢

 
｣
(

文)
  

８ 

簡
10｢

 
｣
(

窺
） 

９ 

簡
11｢

 
｣
(

類
） 

 ７
～
９
は
、
晋
系
と
の
差
異
を
明
ら
か
に
し
得
な
い
が
、
楚
系
と
見
な
さ
れ
る
他
の
戦

国
竹
書
に
同
じ
用
例
が
見
え
、
楚
系
の
用
字
と
見
な
さ
れ
る
（
注
５
）

。 

『
邦
家
之
政
』
の
用
字
が
楚
系
に
属
す
る
こ
と
は
、
さ
ら
に
「 

」
か
ら
も
裏
付
け
ら

れ
る
。
裘
錫
圭
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
楚
系
で
は
「
見
」
・
「
視
」
を

表
す
文
字
に
、
以
下
の
ご
と
き
対
応
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。 

 

＝ 
 

（
見
） 

＝ 
 

（
視
） 

 

こ
の
使
い
分
け
は
殷
代
の
甲
骨
文
に
遡
る
が
、
春
秋
末
か
ら
戦
国
期
に
か
け
て
混
同

が
生
じ
、
最
終
的
に
楚
以
外
の
諸
国
で
は
、
本
来
「
視
」
を
表
し
て
い
た
「 

」
が
「
見
」

の
専
用
字
と
な
り
、
そ
れ
に
か
わ
っ
て
形
声
字
の
「
眡
」
や
「
眂
」
が
用
い
ら
れ
た
（
注
６
）
。 

『
邦
家
之
政
』
に
は
「 

」
は
見
え
な
い
が
、
「 

」
は
簡
６
と
簡
10
に
各
一
例
認
め

ら
れ
る
。
以
下
に
示
す
よ
う
に
、
本
文
相
互
の
対
応
関
係
お
よ
び
類
似
の
表
現
を
も
つ
伝

世
文
献
と
の
比
較
か
ら
、
こ
れ
ら
の
「 

」
は
い
ず
れ
も
「
視
」
と
釈
読
さ
れ
、
楚
系
の

用
字
と
合
致
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
注
７
）

。 

 

・
女(

如)

是
、
則 

(

視)

亓(

其)

民
必
女(

如)

腸(

傷)

矣
、
下 

(

瞻)

亓(

其)

上
女

(

如)

父
母
。
【
簡
６
】 

『
春
秋
左
氏
伝
』
哀
公
元
年
「
臣
聞
國
之
興
也
、
視
民
如
傷
、
是
其
福
也
。
」 

・
女(

如)

是
、
則 

(

視)

亓(

其)

民
女(

如)

芔(

草)
(

芥)

矣
、
下 

(

瞻)

亓(

其)

上

女(

如)
 
(

寇)
 
(

讎)

矣
。
【
簡
10
～
11
】 

『
孟
子
』
離
婁
下
「
君
之
視
臣
如
土
芥
、
則
臣
視
君
如
寇
讎
。
」 

 こ
れ
ま
で
具
体
的
な
用
例
を
通
し
て
見
た
よ
う
に
、
『
邦
家
之
政
』
の
用
字
は
概
ね
楚

系
と
合
致
し
、
清
華
簡
の
他
の
い
く
つ
か
の
諸
篇
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
晋
系
の
特

徴
を
示
す
例
は
見
い
だ
さ
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
（
注
８
）
。
し
た
が
っ
て
、
用
字
面
に
注
目
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す
れ
ば
『
邦
家
之
政
』
は
比
較
的
純
度
の
高
い
楚
系
テ
キ
ス
ト
と
見
な
さ
れ
る
。 

 
二 
『
邦
家
之
政
』
の
書
法 

  

次
に
書
法
に
移
ろ
う
。
結
論
を
先
に
述
べ
れ
ば
、
『
邦
家
之
政
』
の
書
法
に
は
、
用
字

と
は
対
照
的
に
晋
系
と
の
緊
密
な
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
。
以
下
、
書
法
の
特
徴
を
①
～

④
に
整
理
し
、
各
用
例
を
表
に
ま
と
め
て
分
析
を
加
え
る
。
表
中
の
算
用
数
字
は
各
資
料

の
編
号
を
示
し
、
資
料
名
称
は
便
宜
的
に
簡
称
に
従
う
場
合
が
あ
る
。 

 

①
点
画
の
構
造 

          

こ
こ
で
は
点
画
の
特
徴
を
明
瞭
に
示
す
横
画
に
注
目
す
る
。『
邦
家
之
政
』
の
横
画
は
、

起
筆
を
打
ち
込
ん
で
送
筆
か
ら
収
筆
へ
そ
の
ま
ま
真
っ
直
ぐ
に
引
き
抜
く
運
筆
に
よ
り
、

直
線
的
な
楔
形
構
造
を
も
つ
。
同
様
の
筆
画
は
、
侯
馬
盟
書
・
温
県
盟
書
や
中
山
王
墓
墨

書
玉
器
な
ど
の
晋
系
文
字
と
共
通
し
、
『
良
臣
』
・
『
祝
辞
』
に
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
楚
系
文
字
の
多
く
は
、
起
筆
を
打
ち
込
ん
で
送
筆
か
ら
収
筆
へ
や
や
右
回
り
に

引
き
抜
く
運
筆
に
よ
り
、
曲
線
的
な
弓
形
構
造
と
な
る
（
注
９
）
。
さ
ら
に
こ
う
し
た
運
筆

の
違
い
に
よ
り
、
『
邦
家
之
政
』
の
一
字
全
体
の
構
成
は
直
線
を
主
体
と
し
た
縦
長
の
傾

向
を
示
し
、
曲
線
を
主
体
と
し
た
横
長
の
傾
向
を
も
つ
楚
系
文
字
と
様
相
を
異
に
す
る
。 

 ②
特
定
文
字
の
横
画
収
筆
部
の
形
体 

            

 『
邦
家
之
政
』
に
は
「
正
（

）
」
や
「
戈｣

な
ど
の
文
字
（
偏
旁
等
を
含
む
）
の
横
画

の
収
筆
部
を
下
方
に
折
り
曲
げ
た
屈
曲
形
体
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
定
文
字
の

屈
曲
形
体
は
、
侯
馬
盟
書
や
温
県
盟
書
な
ど
の
晋
系
文
字
と
共
通
し
、
『
良
臣
』
・
『
祝

辞
』
に
も
見
い
だ
さ
れ
る
（
注
10
）

。 

一
方
、
楚
系
文
字
に
も
横
画
の
収
筆
部
を
下
方
へ
巻
き
込
ん
だ
よ
う
な
形
体
が
散
見
さ

れ
る
が
、
こ
れ
は
楚
系
文
字
の
特
徴
で
あ
る
右
回
転
の
運
筆
に
よ
っ
て
生
じ
た
現
象
で
あ

り
、
「
正
（

）
」
や
「
戈｣

以
外
の
諸
字
に
も
広
く
見
い
だ
さ
れ
、
晋
系
の
特
定
文
字
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に
認
め
ら
れ
る
形
体
上
の
特
徴
と
は
区
別
さ
れ
る
。
晋
系
の
屈
曲
形
体
が
楚
系
文
字
の
よ

う
な
運
筆
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
表
中
の
「
晋
系
」
に
挙
げ
た
古
璽

文
の
用
例
（
湖
南2

7

「
是
」
・
璽
彙1

0
0
3

「
政
」
）
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
（
注
11
）

。 

 ③
「
宀
」
の
形
体 

             

『
邦
家
之
政
』
の
「
宀
」
は
、
そ
の
下
の
文
字
を
ス
ッ
ポ
リ
と
覆
う
覆
蓋
形
に
作
る
。

同
様
の
形
体
は
晋
系
の
侯
馬
盟
書
・
温
県
盟
書
や
中
山
王
墓
墨
書
玉
器
な
ど
の
晋
系
文
字

と
共
通
し
、
『
良
臣
』
・
『
祝
辞
』
に
も
見
い
だ
さ
れ
る
（
注
12
）
。
一
方
、
楚
系
文
字
の

多
く
は
上
部
の
み
を
覆
う
蓋
笠
形
で
あ
る
。 

な
お
、
表
に
示
し
た
『
邦
家
之
政
』
の
「
家
」
字
（
簡
７
・
11
）
は
、
用
字
面
で
は

「
宀
」
の
上
に
「
爪
」
が
付
い
た
楚
系
の
「 

」
に
作
る
の
に
対
し
て
、
書
法
面
で
は
「
宀
」

が
「
豕
」
を
ス
ッ
ポ
リ
と
覆
う
晋
系
の
覆
蓋
形
に
属
し
、
用
字
と
書
法
の
系
統
上
の
相
違

を
一
字
中
に
示
す
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。 

 ④
「
心
」
（
偏
旁
等
を
含
む
）
の
形
体 

             

 

戦
国
文
字
中
の
「
心
」
（
偏
旁
等
を
含
む
）
を
見
る
と
、
中
心
部
分
の
上
部
が
開
い
た

Ｕ
字
形
と

の
よ
う
に
上
部
が
閉
じ
た
し
ず
く
形
と
の
二
種
が
見
え
（
注
13
）

、
晋
を
含

む
非
楚
系
文
字
は
基
本
的
に
Ｕ
字
形
、
楚
系
文
字
の
大
部
分
は
し
ず
く
形
に
属
し
て
い
る

（
注
14
）
。
「
心
」
は
心
臓
の
象
形
で
あ
り
、
甲
骨
文
や
金
文
の
字
形
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う

に
（
注
15
）
、
非
楚
系
の
Ｕ
字
形
が
初
形
に
由
来
し
、
楚
系
の
し
ず
く
形
は
後
出
の
形
体
と

見
な
さ
れ
る
。 

『
邦
家
之
政
』
の
用
例
は
す
べ
て
Ｕ
字
形
で
晋
系
と
合
致
す
る
。
ち
な
み
に
現
在
ま
で

に
公
表
さ
れ
た
清
華
簡
（
壹
～
拾
）
の
五
十
二
篇
を
見
る
と
、
Ｕ
字
形
は
『
保
訓
』
・
『
良
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臣
』
・
『
祝
辞
』
・
『
邦
家
之
政
』
の
四
篇
、
し
ず
く
形
と
Ｕ
字
形
と
の
両
形
混
在
が
『
厚

父
』
・
『
成
人
』
の
二
篇
（
注
16
）
、
そ
れ
以
外
の
四
十
六
篇
は
少
数
の
例
外
を
除
い
て
し

ず
く
形
に
属
し
て
い
る
（
注
17
）

。 

以
上
、
四
つ
の
観
点
か
ら
『
邦
家
之
政
』
の
書
法
に
分
析
を
加
え
、
晋
系
と
の
共
通
性

を
指
摘
し
た
（
注
18
）
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
特
徴
が
一
部
の
文
字
に
見
い
だ
さ

れ
る
の
で
は
な
く
、
該
当
す
る
用
例
の
す
べ
て
に
一
貫
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
は
、
『
邦
家
之
政
』
の
書
写
者
と
晋
系
書
法
と
の
緊
密
な
関
係
を
示
す
も

の
と
言
え
よ
う
。 

 

三 

『
厚
父
』
の
書
法 

 

前
章
ま
で
の
分
析
に
よ
っ
て
、
『
邦
家
之
政
』
は
用
字
面
で
は
楚
系
に
属
し
、
書
法
面

で
は
晋
系
と
の
間
に
緊
密
な
共
通
性
を
示
す
と
い
う
、
他
の
戦
国
竹
書
に
は
見
え
な
い
特

異
な
性
格
を
も
つ
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た 

用
字
と
書
法
に
認
め
ら
れ
る
系
統
上
の
相
違
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ

う
か
。
本
章
で
は
、
こ
の
問
題
を
考
察
す
る
た
め
の
比
較
資
料
と
し
て
、
清
華
簡
『
厚
父
』

を
取
り
上
げ
て
み
た
い
（
注
19
）

。 

趙
平
安
氏
は
『
厚
父
』
に
非
楚
系
文
字
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
、
と
く
に
晋
系
文
字
の
影

響
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
を
具
体
的
な
字
例
を
挙
げ
て
明
ら
か
に
し
、
そ
の
原
因
を
次
の
よ

う
に
指
摘
し
て
い
る
（
注
20
）

。 

 

由
于
《
厚
父
》
中
有
明
確
的
晉
系
文
字
元
素
、
那
些
非
楚
系
・
既
見
於
晉
系
又
見

於
其
他
系
的
文
字
很
可
能
也
應
當
視
爲
晉
系
文
字
、
是
受
晉
系
文
字
影
響
所
致
。 

通
常
所
説
的
晉
系
文
字
包
括
趙
・
韓
・
魏
・
中
山
・
兩
周
（
東
周
和
西
周
）
・
鄭
・

衛
。
漢
景
帝
時
河
間
獻
王
劉
德
從
其
封
國
中
徵
集
到
《
尚
書
》
、
河
間
舊
爲
趙
邑
、

證
明
《
尚
書
》
在
晉
地
確
曾
流
傳
。
《
厚
父
》
保
有
明
顯
的
晉
系
文
字
元
素
、
説
明

它
的
底
本
原
來
可
能
是
晉
系
文
字
寫
本
。 

 

『
厚
父
』
に
晋
系
文
字
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
す
で
に
こ
の
趙
氏
の
論
文
に

よ
っ
て
実
証
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
で
は
論
及
の
見
ら
れ
な
い
書
法
面
に
つ
い
て
、
前

章
の
①
～
④
の
観
点
に
従
い
分
析
を
加
え
て
み
よ
う
（
以
下
に
掲
げ
る
図
版
の
算
用
数
字

は
竹
簡
編
号
を
示
す
）
。 

 ①
点
画
の
構
造 

    

『
厚
父
』
の
横
画
は
、
右
回
転
の
運
筆
を
基
調
と
し
、
起
筆
を
強
く
入
れ
、
や
や
右
上

が
り
に
湾
曲
さ
せ
な
が
ら
収
筆
を
引
き
抜
く
曲
線
的
な
弓
形
構
造
を
も
ち
、
典
型
的
な
楚

系
の
特
徴
を
示
す
。
そ
の
結
果
、
一
字
全
体
の
構
成
も
楚
系
文
字
に
多
見
さ
れ
る
曲
線
を

主
体
と
し
た
横
長
の
傾
向
を
も
つ
。 

図
版
に
は
紙
幅
の
関
係
か
ら
「
上
」
の
用
例
全
三
例
と
「
之
」
の
用
例
（
全
二
十
八
例
）

中
三
例
を
掲
げ
た
。 

 ②
特
定
文
字
の
横
画
収
筆
部
の
形
体 
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『
厚
父
』
に
は
「
正
（

）
」
や
「
戈｣

な
ど
の
特
定
文
字
（
偏
旁
等
を
含
む
）
の
横
画

収
筆
部
に
、
晋
系
文
字
と
同
様
の
屈
曲
形
体
が
見
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

周
波
氏
が
、
侯
馬
盟
書
・
温
県
盟
書
や
他
の
晋
系
資
料
と
の
関
連
を
指
摘
し
た
上
で
、『
厚

父
』
の
屈
曲
形
体
を
晋
系
文
字
の
特
徴
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
（
注
21
）

。 

図
版
に
は
該
当
す
る
全
用
例
（
「
咸
」0

2

・0
7

／
「
是
」1

2

／
「
弋
」0

9

・1
2

／
「

」

0
3

・0
7

）
を
掲
げ
た
。 

 ③
「
宀
」
の
形
体 

  

用
例
が
図
版
に
掲
げ
た
「 

」
の
一
例
に
と
ど
ま
る
た
め
、
十
分
に
実
態
を
把
握
し
難

い
が
、
上
部
の
み
を
覆
う
楚
系
の
蓋
笠
形
に
属
す
る
。 

 ④
「
心
」
（
偏
旁
等
を
含
む
）
の
形
体 

「
心
」 

  

「
悳
」  

      

『
厚
父
』
の
「
心
」
（
偏
旁
等
を
含
む
）
に
は
、
し
ず
く
形
と
Ｕ
字
形
の
両
形
が
見
え

る
。
単
字
「
心
」
は
四
例
の
す
べ
て
が
Ｕ
字
形
で
あ
る
の
に
対
し
、
偏
旁
等
の
「
心
」
で

は
十
八
例
中
し
ず
く
形
が
十
五
例
、
Ｕ
字
形
が
三
例
で
、
し
ず
く
形
が
お
よ
そ
八
十
三
％

を
占
め
る
。
用
例
の
内
訳
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
分
母
は
用
例
数
、
分
子
は
Ｕ
字
形
の

数
）
。 

単 

字
「
心
」(

4/4)
 

偏
旁
等
「
悳
」(

1/9)

／
「
念
」(

0/1)

／
「 

」(

慎)

（
0/2)

／
「 

」(

怠
）(

1/2)

／

「
恙
」(

0/2)

／
「
愄
」(

0/1)

／
「
恆
」(

1/1)
 

図
版
に
は
紙
幅
の
関
係
か
ら
「
心
」
と
「
悳
」
の
全
用
例
を
掲
げ
た
。
「
悳
」
の
Ｕ
字

形
の
一
例
は
簡
７
が
該
当
す
る
。 

 

以
上
、
『
厚
父
』
の
書
法
に
つ
い
て
四
つ
の
観
点
か
ら
分
析
を
加
え
た
。
①
点
画
の
構

造
は
楚
系
と
合
致
す
る
の
に
対
し
て
、
②
特
定
文
字
の
横
画
収
筆
部
の
形
体
は
晋
系
と
合

致
し
、
さ
ら
に
④
「
心
」
（
偏
旁
等
を
含
む
）
の
形
体
で
は
し
ず
く
形
と
Ｕ
字
形
が
混
在

す
る
状
況
が
認
め
ら
れ
た
（
③
「
宀
」
の
形
体
は
用
例
数
の
制
約
か
ら
保
留
す
る
）
。
こ

の
分
析
結
果
は
、
『
厚
父
』
を
晋
系
テ
キ
ス
ト
に
も
と
づ
き
楚
文
字
を
用
い
て
書
写
し
た

転
写
本
と
す
る
趙
氏
の
見
解
（
注
22
）
を
書
法
面
か
ら
支
持
す
る
も
の
で
あ
り
、
①
は
書
写

者
が
も
と
も
と
習
得
し
て
い
た
楚
系
書
法
の
反
映
、
こ
れ
に
対
し
て
②
や
④
に
見
え
る
晋

系
の
要
素
は
、
底
本
と
な
っ
た
晋
系
テ
キ
ス
ト
か
ら
の
影
響
と
見
な
さ
れ
る
（
注
23
）

。 

 

結 

語 

 

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
分
析
結
果
に
も
と
づ
き
、
『
邦
家
之
政
』
に
見
え
る
用
字
と

書
法
の
差
異
に
つ
い
て
、
書
写
者
と
の
関
連
か
ら
考
察
を
加
え
よ
う
。 

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
晋
系
テ
キ
ス
ト
を
楚
文
字
で
書
写
し
た
と
見
な
さ
れ
る
『
厚
父
』

の
書
法
を
分
析
す
る
と
、
①
点
画
の
構
造
は
、
典
型
的
な
楚
系
の
特
徴
を
示
し
、
②
特
定

文
字
の
横
画
収
筆
部
の
形
体
、
④
「
心
」
（
偏
旁
等
を
含
む
）
の
形
体
で
は
、
晋
系
の
影



 （ 24 ） 

響
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
用
字
に
つ
い
て
は
、
底
本
な
ど
に
影
響
さ
れ
て

必
ず
し
も
書
写
者
の
国
別
に
直
結
し
な
い
面
が
あ
る
の
に
対
し
、
書
法
面
で
は
、
②
・
④

の
よ
う
な
個
別
的
な
形
体
に
他
系
か
ら
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
①
点
画
の
構
造

に
は
書
写
者
本
来
の
国
別
が
比
較
的
明
瞭
に
現
れ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。 

そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
『
邦
家
之
政
』
の
書
法
を
見
る
と
、
①
点
画
の
構
造
の
み
な
ら
ず
、

②
～
④
の
個
別
的
な
形
体
に
つ
い
て
も
す
べ
て
晋
系
文
字
と
合
致
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

状
況
は
前
稿
で
検
討
を
加
え
た
『
良
臣
』
・
『
祝
辞
』
と
も
符
合
し
、
『
邦
家
之
政
』
の

書
法
に
一
貫
し
て
認
め
ら
れ
る
晋
系
の
特
徴
は
、
書
写
者
の
国
別
を
反
映
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。 

一
方
、
『
邦
家
之
政
』
の
用
字
が
楚
系
と
合
致
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
在
楚
の
晋
人
が

楚
系
の
底
本
の
用
字
に
従
っ
て
書
写
し
た
、
あ
る
い
は
楚
系
の
用
字
を
習
得
し
た
在
楚
の

晋
人
が
書
写
し
た
、
な
ど
の
状
況
が
想
定
さ
れ
、
楚
系
の
用
字
に
従
い
な
が
ら
、
本
来
習

得
し
て
い
た
晋
系
の
書
法
に
よ
っ
て
書
写
し
た
結
果
、
用
字
と
書
法
と
で
系
統
の
異
な
る

テ
キ
ス
ト
が
成
立
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

戦
国
文
字
に
お
け
る
国
別
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
文
字
形
体
と
と
も
に
用
字
面

の
分
析
に
重
点
が
置
か
れ
て
き
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
用
字
は
テ
キ
ス
ト
の
言
語
的
性
格

を
明
ら
か
に
す
る
上
で
重
要
な
指
標
と
な
る
が
、
上
述
の
よ
う
な
異
系
の
底
本
か
ら
の
影

響
を
考
慮
す
れ
ば
、
書
写
者
の
国
別
の
検
討
に
お
い
て
は
、
用
字
と
と
も
に
書
写
者
本
来

の
書
記
習
慣
を
反
映
す
る
書
法
へ
の
着
目
が
不
可
欠
と
な
ろ
う
（
注
24
）

。 

書
法
風
格
を
全
体
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
と
、
多
く
の
場
合
、
個
人
差
の
問
題
に
逢
着

し
、
抽
象
的
な
議
論
に
陥
り
か
ね
な
い
。
し
か
し
、
個
人
差
を
超
え
た
国
や
地
域
に
共
通

す
る
書
法
上
の
特
徴
に
注
目
し
、
そ
れ
を
形
成
す
る
具
体
的
な
諸
要
素
（
例
え
ば
、
本
稿

で
挙
げ
た
点
画
の
構
造
や
個
別
の
形
体
に
か
か
わ
る
書
き
方
）
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
る

な
ら
ば
、
客
観
性
を
も
っ
た
結
論
を
導
く
こ
と
は
決
し
て
困
難
で
は
な
い
（
注
25
）
。
特
に

晋
系
文
字
の
場
合
は
、
春
秋
戦
国
期
の
筆
記
資
料
が
ほ
と
ん
ど
皆
無
で
あ
る
斉
系
文
字
や

燕
系
文
字
と
は
異
な
り
、
春
秋
末
の
侯
馬
盟
書
・
温
県
盟
書
や
戦
国
中
期
後
半
の
中
山
王

墓
墨
書
玉
器
な
ど
が
存
在
し
、
こ
れ
ら
と
と
も
に
晋
系
の
書
法
を
反
映
す
る
と
見
な
さ
れ

る
『
良
臣
』
・
『
祝
辞
』
を
比
較
資
料
に
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
書
法
に
関
わ
る
楚
系

と
の
書
記
習
慣
の
差
異
を
明
ら
か
に
し
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

『
邦
家
之
政
』
を
中
心
に
用
字
・
書
法
の
両
面
か
ら
分
析
を
加
え
た
本
稿
は
、
こ
う
し

た
意
図
に
も
と
づ
く
字
迹
研
究
の
一
環
で
あ
る
。 

   
 

注 

 

（
１
）
拙
稿
「
『
良
臣
』
・
『
祝
辞
』
の
書
写
者
―
国
別
問
題
再
考
―
」
、
『
中
国
研
究
集
刊
』
第
六
十

二
号
、
二
〇
一
六
年
、
湯
浅
邦
弘
編
『
清
華
簡
研
究
』
、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
七
年
再
収
、
第
三

一
三
～
三
五
一
頁
。 

（
２
）
以
下
『
邦
家
之
政
』
の
検
討
は
、
清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心
編
、
李
学
勤
主
編
『
清

華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
捌
）
』
、
中
西
書
局
、
二
〇
一
八
年
（
『
邦
家
之
政
』
の
整
理
責
任
者
は

李
均
明
氏
）
の
図
版
、
釈
文 

注
釈
、
字
形
表
に
よ
る
。 

（
３
）
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
捌
）
』
（
前
掲
注
２
）
、
「
邦
家
之
政
」
【
説
明
】
、
第
一
二
一
頁
。 

（
４
）
馮
勝
君
『
郭
店
楚
簡
與
上
博
簡
對
比
研
究
』
、
綫
装
書
局
、
二
〇
〇
七
年
、
第
二
九
五
～
二
九
六

頁
（
附
３ 

家
・
卒
）
、
周
波
『
戦
国
時
代
各
系
文
字
間
的
用
字
差
異
現
象
研
究
』
、
綫
装
書
局
、

二
〇
一
二
年
、
第
一
七
八
～
一
七
九
頁
（3

17
 

聽
）
、
第
七
九
頁
（1

00
 

焉
）
、
第
八
九
～
九
〇

頁
（1

2
6 

乎
）
、
第
一
八
五
頁
（3

34
 

始
）
、
第
一
九
二
～
一
九
三
頁
（3

5
1 

當
）
参
照
。 

（
５
）
「 

｣
(

文)

は
、
郭
店
簡
『
性
自
命
出
』
簡
17
・
上
博
簡
『
曹
沫
之
陳
』
簡
11
、｢

 
｣
(

類)

は
、

郭
店
簡
『
六
徳
』
簡
31
・
上
博
簡
『
鬼
神
之
明
・
融
師
有
成
氏
』
簡
６
、｢

 
｣
(

窺)

は
、
上
博
簡

『
容
成
氏
』
簡
10
・
『
孔
子
見
季
桓
子
』
簡
15
な
ど
に
用
例
が
見
え
る
。 

（
６
）
「
見
」
と
「
視
」
の
用
字
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
裘
錫
圭
氏
の
以
下
の
論
考
を
参
照
。 
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・
「
甲
骨
文
中
的
見
与
視
」
、
『
甲
骨
文
発
現
一
百
周
年
学
術
研
討
会
論
文
集
』
文
史
哲
出
版
社
、

一
九
九
八
年
、
『
裘
錫
圭
学
術
文
集
１
・
甲
骨
文
巻
』
、
復
旦
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
再

収
、
第
四
四
四
～
四
四
八
頁
。 

・
「
以
郭
店
《
老
子
》
簡
為
例
談
談
古
文
字
考
釈
」
、
『
郭
店
楚
簡
与
儒
学
研
究 

中
国
哲
学
第

二
十
一
輯
』
、
遼
寧
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
『
裘
錫
圭
学
術
文
集
２
・
竹
簡
帛
書
巻
』
、

復
旦
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
再
収
、
第
二
七
五
～
二
八
二
頁
。 

・
「
《
戦
国
文
字
及
其
文
化
意
義
研
究
》
緒
言
」
、
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
編

『
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
（
第
六
輯
）
― 

復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
成
立

十
周
年
紀
年
文
集
』
上
冊
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
、
第
二
二
五
～
二
二
七
頁
。 

（
７
）
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡(

捌)

』
（
前
掲
注
２
）
、
「
邦
家
之
政
」
【
釈
文
】
、
第
一
二
二
頁
、

【
注
釈
】
〔
一
八
〕
・
〔
三
二
〕
、
第
一
二
四
～
一
二
五
頁
。 

（
８
）
例
え
ば
清
華
簡
の
『
筮
法
』
・
『
厚
父
』
・
『
子
産
』
・
『
良
臣
』
・
『
祝
辞
』
な
ど
の
諸
篇
に

は
、
晋
系
と
の
関
連
を
示
す
用
字
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

（
９
）
楚
系
文
字
の
書
法
様
式
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
戦
国
簡
牘
文
字
に
お
け
る
二
様
式
」
、
『
第
四
回

国
際
書
学
研
究
大
会
記
念
論
文
集 

国
際
書
学
研
究
／2

0
0
0

』
、
萱
原
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
、
浅

野
裕
一
編
『
古
代
思
想
史
と
郭
店
楚
簡
』
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
再
収
、
第
三
二
九
～
三
五

二
頁
参
照
。 

（
10
）
拙
稿
「
『
良
臣
』
・
『
祝
辞
』
の
書
写
者
―
国
別
問
題
再
考
―
」
（
前
掲
注
１
）
第
三
四
二
頁
、

周
波
『
戦
国
銘
文
分
域
研
究
』
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
、
第
二
一
四
頁
参
照
。 

（
11
）
こ
こ
で
留
意
さ
れ
る
の
は
、
安
徽
簡
『
詩
経
』
の
「
是
」
字
の
一
部
に
横
画
収
筆
部
の
屈
曲
形

体
が
見
え
る
点
で
あ
る
。
た
だ
し
屈
曲
形
体
は
、
十
六
例
中
の
四
例
（0

47

二
例
・0

7
5

・0
84

）

で
あ
り
、
他
の
「
正
（

）
」
や
「
戈｣

な
ど
（
偏
旁
等
を
含
む
）
に
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
こ
れ
を
直
ち
に
非
楚
系
文
字
の
影
響
と
見
る
こ
と
に
つ
い
て
は
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ

ろ
う
。
楚
系
文
字
の
「
是
」
に
は
、
「
日
」
の
下
の
横
画
左
端
を
「
ヨ
」
の
よ
う
な
三
つ
又
に
作

る
例
も
見
え
る
が
、
屈
曲
形
体
も
こ
れ
ら
と
同
様
、
古
体
に
由
来
す
る
繁
文
の
一
種
で
あ
る
可
能

性
も
考
慮
さ
れ
る
。
な
お
晋
系
の
屈
曲
形
体
も
古
体
に
由
来
す
る
と
見
な
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が
書

法
上
の
習
慣
と
し
て
特
定
の
文
字
に
共
通
し
て
見
い
だ
さ
れ
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。 

（
12
）
拙
稿
「
『
良
臣
』
・
『
祝
辞
』
の
書
写
者
―
国
別
問
題
再
考
―
」
（
前
掲
注
１
）
第
三
四
一
頁
。 

（
13
）
Ｕ
字
形
と
し
ず
く
形
に
は
、
④
表
中
に
挙
げ
た
晋
系
の
侯
馬3

:
6

「
心
」
や
楚
系
の
郭
店･

老
甲

33

「
悳
」
の
よ
う
な
、
左
の
足
を
伸
ば
し
た
長
脚
体
も
含
む
。 

（
14
）
戦
国
竹
書
の
用
例
に
つ
い
て
概
要
を
述
べ
れ
ば
、
郭
店
簡
は
し
ず
く
形
が
中
心
的
な
位
置
を
占

め
、
Ｕ
字
形
は
『
忠
信
之
道
』
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
る
。
上
博
簡
も
同
様
に
大
部
分
が
し
ず
く
形
で

あ
り
、
Ｕ
字
形
は
一
部
の
例
外
を
除
い
て
、
『
周
易
』
・
『
孔
子
見
季

子
』
・
『
武
王
践
阼
』

な
ど
の
諸
篇
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
る
。
安
徽
簡
『
詩
経
』
は
単
体
「
心
」
は
し
ず
く
形
で
あ
る
が
、

偏
旁
等
で
は
し
ず
く
形
と
Ｕ
字
形
と
の
両
形
が
見
え
る
。
一
方
、
非
書
籍
簡
を
見
る
と
、
曾
侯
乙

墓
竹
簡
は
単
体
の
用
例
は
見
え
な
い
が
偏
旁
等
は
両
形
、
包
山
楚
簡
は
単
体
は
し
ず
く
形
、
偏
旁

等
は
両
形
、
望
山
楚
簡
・
新
蔡
葛
陵
楚
簡
は
単
体
・
偏
旁
等
と
も
に
両
形
が
見
え
る
。
し
ず
く
形

と
Ｕ
字
形
と
が
混
在
す
る
現
象
に
つ
い
て
は
、
非
楚
系
か
ら
の
影
響
と
い
う
地
域
差
に
関
わ
る

要
因
と
と
も
に
、
楚
系
内
に
お
け
る
書
写
集
団
の
性
格
や
時
代
差
に
関
わ
る
要
因
な
ど
も
考
慮

す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
点
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 

（
15
）
劉
釗
主
編
『
新
甲
骨
文
編
（
増
訂
本
）
』
、
福
建
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
、
第
六
一
六
頁
、

董
蓮
池
編
著
『
新
金
文
編
』
、
作
家
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
、
第
一
四
八
〇
～
一
四
八
二
頁
参
照
。 

（
16
）
し
ず
く
形
と
Ｕ
字
形
と
の
両
形
が
混
在
す
る
『
厚
父
』
・
『
成
人
』
の
う
ち
、
『
厚
父
』
に
つ

い
て
は
本
文
で
後
述
す
る
よ
う
に
、
晋
系
文
字
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
る
。
一
方
、
『
成
人
』
に
は

用
字
・
書
法
の
両
面
で
晋
（
非
楚
）
系
の
影
響
は
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
り
、
前
掲
注
（
14
）

で
述
べ
た
よ
う
な
他
の
要
因
が
考
慮
さ
れ
る
。 

（
17
）
な
お
『
繫
年
』
の
原
釈
に
従
え
ば
「

｣(
)

（
簡
５
、
二
例
）
の
み
が
Ｕ
字
形
に
属
す
る
が
、

そ
の
後
の
研
究
に
よ
り
、
当
該
字
の
下
部
は
「
心
」
で
は
な
く
「
口
」
の
変
形
で
あ
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
、
最
新
の
釈
文
で
は
「
台
」
に
修
正
さ
れ
て
い
る
（
李
学
勤
主
編
・
沈
建
華
・
賈
連
翔
編

『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
壹
―
参
）
文
字
編(

修
訂
本)

』
中
西
書
局
、
二
〇
二
〇
年
、
第
三
二
、
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四
一
一
頁
）
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
蘇
建
洲
・
呉
雯
雯
・
賴
怡
璇
合
著
『
清
華
二
《
繫
年
》
集

解
』
（
萬
巻
楼
、
二
〇
一
三
年
、
第
五
一
～
五
二
頁
）
参
照
。
同
様
な
例
は
、
上
博
簡
『
三
徳
』

簡
一
六
・
簡
二
〇
の
「

」
に
も
見
え
、
李
守
奎
・
曲
冰
・
孫
威
龍
編
著
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国

竹
書(

一
―
五)

文
字
編
』
（
作
家
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
、
第
四
八
八
頁
）
は
「
按
、
與
「
心
」

旁
有
別
。
疑
是
「
口
」
旁
的
變
形
」
と
注
記
す
る
。 

（
18
）
単
独
の
用
例
で
あ
る
た
め
、
本
文
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
が
、
晋
系
と
の
共
通
性
は
「
兄
」

の
形
体
に
も
指
摘
さ
れ
る
。
『
邦
家
之
政
』
簡
５
の
「
兄
」
（

）
は
上
部
の
「
口
」
の
横

画
を
両
側
に
突
き
出
す
形
に
作
り
、
侯
馬
盟
書
や
晋
璽
な
ど
の
晋
系
資
料
と
合
致
す
る
。
こ
れ
に

対
し
て
楚
系
は
突
き
出
だ
さ
な
い
形
（
例
え
ば
『
皇
門
』
簡
12

）
に
作
る
。
な
お
郭
店
簡

『
語
叢
一
』
簡
70
と
上
博
簡
『
彭
祖
』
簡
５
に
も
各
一
例
、
横
画
を
突
き
出
す
形
が
見
え
る
。
こ

の
形
体
は
斉
系
文
字
に
も
見
え
、
先
学
が
指
摘
す
る
両
篇
と
斉
系
文
字
と
の
関
連
を
裏
付
け
る

（
馮
勝
君
『
郭
店
簡
与
上
博
簡
対
比
研
究
』
二
〇
〇
七
年
、
綫
装
書
局
、
第
二
五
〇
～
三
二
〇
頁

参
照
）
。 

（
19
）
以
下
『
厚
父
』
の
検
討
は
、
清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心
編
、
李
学
勤
主
編
『
清
華

大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
伍
）
』
、
中
西
書
局
、
二
〇
一
五
年
（
『
厚
父
』
の
整
理
責
任
者
は
趙
平
安

氏
）
の
図
版
、
釈
文 

注
釈
、
字
形
表
に
よ
る
。 

（
20
）
趙
平
安
「
談
談
戦
国
文
字
中
値
得
注
意
的
一
些
現
象
―
―
以
清
華
簡
《
厚
父
》
為
例
」
、
『
出

土
文
献
与
古
文
字
研
究
』
第
六
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
、
趙
平
安
著
『
新
出
簡
帛

与
古
文
字
古
文
献
研
究
続
集
』
商
務
印
書
館
、
二
〇
一
八
年
再
収
、
第
一
三
〇
頁
。 

（
21
）
周
波
『
戦
国
銘
文
分
域
研
究
』
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
、
第
二
一
四
頁
。 

（
22
）
趙
平
安
「
談
談
戦
国
文
字
中
値
得
注
意
的
一
些
現
象
―
―
以
清
華
簡
《
厚
父
》
為
例
」
（
前
掲

注
20
）
第
一
三
六
頁
。 

（
23
）
『
厚
父
』
の
書
写
者
に
つ
い
て
留
意
さ
れ
る
の
は
、
『
厚
父
』
と
清
華
簡
『
攝
命
』
と
を
同
じ

書
写
者
と
す
る
見
解
が
、
李
松
儒
氏
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
李
松
儒
「
《
清

華
八
》
〈
攝
命
〉
字
跡
研
究
」
、
『
中
国
文
字
』
二
〇
二
年
夏
季
号 

総
第
三
期
、
萬
巻
楼
、
第

三
四
一
～
三
五
五
頁
）
。
『
攝
命
』
の
書
法
は
本
稿
第
二
章
に
挙
げ
た
①
～
④
の
す
べ
て
が
楚
系

と
合
致
し
て
お
り
、
李
氏
の
見
解
に
従
え
ば
、
『
厚
父
』
の
書
法
は
部
分
的
に
底
本
と
な
っ
た
晋

系
文
字
の
テ
キ
ス
ト
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
『
攝
命
』
は
書
写
者
本
来
の
楚

系
の
書
法
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
と
解
釈
さ
れ
よ
う
。 

（
24
）
劉
剛
「
清
華
参
《
良
臣
》
為
具
有
晋
系
文
字
風
格
的
抄
本
補
証
」
（
『
中
国
文
字
学
報 

第
五
輯
』

二
〇
一
四
年
七
月
、
第
九
九
～
一
〇
七
頁
）
は
、
『
良
臣
』
に
晋
系
文
字
と
の
緊
密
な
共
通
性
が

見
え
る
こ
と
を
指
摘
す
る
一
方
、
「
《
良
臣
》
篇
有
些
文
字
形
体
和
用
字
習
慣
也
具
有
明
顕
的
楚

文
字
特
点
、
而
与
一
般
晋
系
文
字
不
合
」
の
例
と
し
て
、
「
黄
」
・
「
申
」
・
「
龠
（
雚
）
」
・

「

（
文
）
」
の
四
字
を
挙
げ
、
『
良
臣
』
は
楚
人
が
晋
系
の
底
本
を
用
い
て
書
写
し
た
も
の
で

あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
前
稿
（
前
掲
注
１
）
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
『
良
臣
』
に
は

文
字
形
体
や
用
字
の
み
な
ら
ず
、
書
法
面
に
お
い
て
も
本
稿
で
挙
げ
た
①
～
④
の
特
徴
が
す
べ

て
合
致
す
る
な
ど
、
晋
系
と
の
緊
密
な
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
す
べ
て
底
本
か
ら
の

影
響
と
し
て
説
明
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
む
し
ろ
晋
人
が
書
写
し
た
も
の
で
、
一
部
に
楚
系
文
字

の
混
淆
を
生
じ
た
、
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
前
稿
で
提
起
し
た
『
良
臣
』
・
『
祝
辞
』
の

書
写
者
に
関
す
る
筆
者
の
見
解
は
、
本
稿
に
お
け
る
『
邦
家
之
政
』
の
分
析
結
果
か
ら
も
支
持
さ

れ
る
。 

（
25
）
晋
系
以
外
の
書
法
習
慣
に
か
か
わ
る
国
別
の
例
と
し
て
、
秦
系
と
楚
系
と
の
間
に
見
え
る
「
止

（
之
）
」
系
諸
字
の
書
法
（
筆
順
）
の
相
違
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
清
華

簡
《
保
訓
》
与
三
体
石
経
古
文
―
科
斗
体
的
淵
源
」
（
中
文
版
）
、
『
出
土
文
献
研
究
』
第
十
三

輯
、
中
西
書
局
、
二
〇
一
四
年
、
湯
浅
邦
弘
編
『
清
華
簡
研
究
』
、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
七
年
再

収
（
日
文
版
）
、
第
二
八
九
～
三
一
一
頁
参
照
。 

 

［
参
考
文
献
］ 

【
戦
国
文
字
資
料
】 

・
何
琳
儀
『
戦
国
古
文
字
典
―
戦
国
文
字
聲
系
』
中
華
書
局
、
一
九
九
八
年
、
二
〇
〇
四
年
重
印 
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・
湯
餘
恵
主
編
『
戦
国
文
字
編
（
修
訂
本
）
』
福
建
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
五
年 

【
楚
系
資
料
】 

・
張
光
裕
・
滕
壬
生
・
黄
錫
全
主
編
『
曾
侯
乙
墓
竹
簡
文
字
編
』
藝
文
印
書
館
、
一
九
九
七
年 

・
張
光
裕
主
編
『
郭
店
楚
簡
研
究 

第
一
卷
文
字
編
』
藝
文
印
書
館
、
一
九
九
九
年 

・
李
守
奎
『
楚
文
字
編
』
華
東
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年 

・
李
守
奎
・
曲
冰
・
孫
偉
龍
編
著
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
一
―
五
）
文
字
編
』
作
家
出
版
社
、

二
〇
〇
七
年 

・
程
燕
編
著
『
望
山
楚
簡
文
字
編
』
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年 

・
張
新
俊
・
張
勝
波
著
『
新
蔡
葛
陵
楚
簡
文
字
編
』
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
八
年 

・
清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心
編
、
李
学
勤
主
編
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
壹
）
～
（
捌
）
』

中
西
書
局
、
二
〇
一
〇
～
二
〇
一
八
年 

・
主
編 

饒
宗
頤
・
副
主
編 

徐
在
国
『
上
博
蔵
戦
国
楚
竹
書
字
匯
』
北
京
師
範
大
学
出
版
集
団
・
安
徽
大

学
出
版
社
、
二
〇
一
二
年 

・
李
守
奎 

賈
連
翔 

馬
楠
編
著
『
包
山
楚
墓
文
字
全
編
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年 

・
李
学
勤
主
編 

沈
建
華 

賈
連
翔
編
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
肆
―
陸
）
文
字
編
』
中
西
書
局
、
二
〇

一
七
年 

・
清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心
編
、
黄
徳
寛
主
編
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
玖
）
・
（
拾
）
』

中
西
書
局
、
二
〇
一
九
・
二
〇
二
〇
年 

・
安
徽
大
学
漢
字
発
展
与
応
用
中
心
編 

黄
徳
寛 

徐
在
国
主
編
『
安
徽
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
一
）
』
中
西

書
局
、
二
〇
一
九
年 

・
李
学
勤
主
編
・
沈
建
華
・
賈
連
翔
編
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
壹
―
参
）
文
字
編(

修
訂
本)

』
中
西

書
局
、
二
〇
二
〇
年 

【
晋
系
資
料
】 

・
張
守
中
撰
集
『
中
山
王

器
文
字
編
』
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年 

・
河
南
省
文
物
研
究
所
「
河
南
温
県
東
周
盟
誓
遺
址
一
号
坎
発
掘
簡
報
」
、
『
文
物
』
一
九
八
三
年
第
三

期 

・
艾
蘭
・
邢
文
編
『
新
出
簡
帛
研
究
』
口
絵 

図
版
四 

温
県
盟
書
～
図
版
十
七 

温
県
盟
書
、
文
物
出
版

社
、
二
〇
〇
四
年 

・
山
西
省
文
物
工
作
委
員
会
編
『
侯
馬
盟
書
（
増
訂
本
）
』
山
西
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年 

・
中
国
法
書
全
集
編
輯
委
員
会
編
『
中
国
法
書
全
集 

第
１
巻 

先
秦
秦
漢
』
三
八 

河
北
平
山
中
山
王

墓
墨
書
玉
器
、
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年 

・
西
林
昭
一
責
任
編
集
『
簡
牘
名
蹟
選
10 

河
南
・
山
西
篇
』
温
県
盟
書
１
～
７
、
侯
馬
盟
書
１
～
７
、

二
玄
社
、
二
〇
一
二
年 

・
湯
志
彪
編
著
『
三
晋
文
字
編
』
全
六
冊
、
作
家
出
版
社
、
二
〇
一
三
年 

 

【
附
記
】 

本
稿
は
、
第
七
十
二
回
中
国
出
土
文
献
研
究
会
（
二
〇
二
〇
年
二
月
二
十
九
日
～
三
月
一
日
）
に
お

け
る
筆
者
の
発
表
「
清
華
簡
（
捌
）
（
玖
）
の
字
迹
」
、
お
よ
び
第
七
十
三
回
中
国
出
土
文
献
研
究
会

（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
・
二
〇
二
一
年
三
月
二
十
六
日
）
に
お
け
る
筆
者
の
発
表
「
戦
国
竹
書
の
用
字
・

書
法
と
書
写
者
―
清
華
簡
『
邦
家
之
政
』
を
例
と
し
て
―
」
に
も
と
づ
く
。
ま
た
本
稿
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科

研
費1

9H
01
19
3

（
研
究
代
表
者 

湯
浅
邦
弘
教
授
〈
大
阪
大
学
〉
）
の
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で

あ
る
。 福

田 

哲
之
（
ふ
く
だ
・
て
つ
ゆ
き
） 

 

一
九
五
九
年
生
ま
れ
。
島
根
大
学
学
術
研
究
院
教
育
学
系
教
授
。
専
門
は
中
国
文
字
学
・
書
道

史
。
共
著
に
『
清
華
簡
研
究
』
（
湯
浅
邦
弘
編
、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
七
年
九
月
）
、
主
要
論
文

に
「
北
京
大
学
蔵
漢
簡
《
蒼
頡
篇
》
的
綴
連
復
原
」
（
『
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
』
第
八
輯
、

二
〇
一
九
年
十
一
月
）
、
「
『
蒼
頡
篇
』
の
押
韻
と
章
序
」
（
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第

五
四
巻 

人
文
・
社
会
科
学
、
二
〇
二
一
年
二
月
）
な
ど
。 


